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仁 井 本 将 司

ボリュームレンダリングにおける光線追跡操作の新しい手
法と手術シミュレーションへの応用に関する研究

本研究では切開手術シミュレーションのための、ボリュームレンダリングにおける
対象部位内部の表示手法について述べる。切開手術では対象内部の血管や筋肉の様子
を知ることが重要となる。このため術前に撮影したCT像から、切開する位置、角度、
深さを変えながら切開後の内部の様子を確認できれば手術計画において有用である。
このための手法として、有限要素法やばねモデルを使って変形のシミュレーションを
行うことが考えられるが、これは計算に非常に時間がかかり、また人体の特性を表す
パラメーターを正確に知ることは困難である。
そこで本研究では、物体を直接変形するのではなく、ボリュームレンダリングにお

けるレイキャスティングを操作することにより、あたかも切開したかのような画像を
生成する手法を提案する。具体的には、B-Spline曲面などを利用し予め切開後の断面の
形状を定義しておき、レイがこの断面を通過する点と断面との角度を求める。そして
レイキャスティングの開始位置を、この断面の切開前の位置に変更し、追跡方向を切
開後に向くであろう方向に変更して追跡を行い、得られた輝度値を投影面に与えるこ
とで、物体の変形を行わずに短時間で内部を表示した画像を得ることができる。
本手法を臀部X線CT像に適用した結果、短時間で対象部位を切開した画像が得ら

れ、また皮下脂肪を透明にすることで断面において筋肉の様子を見ることができた。
本手法では、切開する位置、角度、深さを任意に変更することができ、かつ、短時間
で切開像が得られるため、手術シミュレーションに有用であると考えられる。
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